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◇
情
熱
と
結
束
の
あ
の
瞬
間

　

今
、
一
枚
の
写
真
を
手
に
し
て
い
る
。

２
０
２
０
年
１
月
の
新
年
懇
親
会
の
光
景

だ
。
舞
台
で
気
丈
な
元
女
性
校
長
さ
ん
達

が
笑
顔
で
歌
っ
て
い
る
。
万
雷
の
拍
手
に

釘
付
け
と
な
っ
た
あ
の
瞬
間
が
何
故
か
懐

か
し
い
。〈
組
織
の
結
束
に
理
屈
は
い
ら

な
い
、
必
要
な
の
は
熱
い
情
熱
―
パ
ッ

シ
ョ
ン
―
だ
〉
と
。
思
い
出
は
流
れ
ゆ
く

雲
の
よ
う
だ
。
人
の
世
の
不
思
議
の
出
会

い
に
、「
乾
杯
」。

◇
い
つ
ま
で
続
く
、
コ
ロ
ナ
と
の
戦
い

　

新
型
コ
ロ
ナ
が
世
相
を
大
き
く
変
質
さ

せ
た
。
人
々
の
意
識
も
混
乱
し
て
い
る
。

行
動
変
容
を
求
め
ら
れ
、〈
や
っ
た
こ
と

の
な
い
こ
と
を
や
れ
〉
と
言
う
。
人
は
会

う
だ
け
で
何
か
が
分
か
る
の
に
、
ま
ま
な

ら
な
い
。
は
て
さ
て
、
世
の
中
、
分
刻
み

の
時
が
遠
の
き
、
す
べ
て
が
0
か
ら
の
出

発
。
我
々
の
諸
行
事
も
二
転
三
転
。
や
る

こ
と
な
す
こ
と
杞
憂
な
の
か
。
こ
の
深
刻

な
コ
ロ
ナ
と
の
戦
い
。〈
馬
鹿
に
し
な
い

で
よ
〉
と
苛
立
つ
。
こ
の
危
機
的
状
況
を

如
何
に
脱
却
す
る
か
。
今
や
、
蓄
積
さ
れ

た
エ
ビ
デ
ン
ス
（
科
学
的
根
拠
）
に
学
び
、

時
の
流
れ
に
身
を
ま
か
せ
る
し
か
な
い
の

か
。

◇
人
生
、
捨
て
た
も
の
で
は
な
い

　

こ
こ
に
き
て
、
引
き
算
で
考
え
る
人
に

悩
む
。〈
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
〉
を
比

較
す
る
か
ら
か
。「
冬
来
た
り
な
ば
、
春

遠
か
ら
じ
」と
願
う
。
さ
て
、我
々
に
と
っ

て
教
育
は
命
。
未
来
永
劫
、
信
じ
て
、
支

え
て
、
伸
ば
す
日
々
で
あ
り
た
い
。
そ
し

て
希
望
深
く
、
威
風
堂
々
と
歩
も
う
で
は

な
い
か
。

　

人
生
い
ろ
い
ろ
、
捨
て
た
も
の
で
は
な

い
。
期
待
し
よ
う
、
未
来
は
た
め
ら
い
つ

つ
近
づ
い
て
い
る
。

◇
ワ
ン
・
チ
ャ
ン
ス
こ
そ
、
特
効
薬

　

会
則
の
改
正
と
会
員
増
強
に
渾
身
を
込

め
た
。
こ
の
取
り
組
み
に
新
た
な
マ
イ
ン

ド
を
と
叫
び
再
興
を
促
し
た
。
組
織
の
衰

退
な
ど
許
さ
ぬ
と
の
天
の
声
に
、
皆
で
半

歩
先
を
見
据
え
た
。
支
部
長
会
の
権
限
強

化
、
会
員
の
呼
称
の
統
一
、
内
規
の
見
直

し
に
、
必
ず
実
る
と
命
運
を
か
け
る
。
支

部
と
現
職
校
長
会
と
の
絆
を
も
っ
と
強
め

た
い
。
求
め
る
は
結
果
の
み
だ
。
ま
だ
、

道
半
ば
。
万
難
を
排
し
、
Ｏ
ｎ
ｅ 

Ｃ
ｈ

ａ
ｎ
ｃ
ｅ 

ａ
ｔ 

Ｈ
ｉ
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
．（
歴

史
を
変
え
よ
う
）。
た
だ
、
そ
れ
だ
け
だ
。

◇
「
賢
者
は
歴
史
に
学
ぶ
」
と
い
う

　

日
々
、
難
し
い
舵
取
り
を
迫
ら
れ
た
。

肝
心
な
の
は
、
我
々
が
皆
で
歴
史
を
作
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。「
愚
者
は
経
験

に
学
び
、
賢
者
は
歴
史
に
学
ぶ
」
と
。
ド

イ
ツ
の
宰
相
ビ
ス
マ
ル
ク
の
名
言
。
立
ち

止
ま
り
、
自
問
反
芻
す
る
。
未
だ
、
予
期

せ
ぬ
出
来
事
が
続
く
。〈
た
だ
、
私
の
仕

事
は
文
化
の
違
い
を
超
え
、
滑
ら
か
に
組

織
を
回
転
さ
せ
た
に
過
ぎ
な
い
。〉
あ
れ

か
ら
6
年
、
心
豊
か
な
歳
月
が
流
れ
た
。 

都
の
空
に
、
光
き
ら
め
く
。

P1　巻頭言　会長挨拶
P2　コロナ禍の中の各部現状報告
P3　�会員増強推進プロジェクト・チーム コラム
P4　新入会員の声
P5 ～ P8　コロナ禍の中の支部活動
P6　令和 2 年　秋の叙勲受章会員
　　　　　　  高齢者叙勲受章会員
　　作業部会答申内容の概略
P8　物故者、編集後記

主な記事

現
在
は
矢
の
よ
う
に
早
く
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来
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た
め
ら
い
つ
つ

現
在
は
矢
の
よ
う
に
早
く
、未
来
は
た
め
ら
い
つ
つ

近
づ
く

近
づ
く      

―
あ
の
日
、あ
の
時
、ひ
と
り
ご
と
―

―
あ
の
日
、あ
の
時
、ひ
と
り
ご
と
―

東
京
都
退
職
校
長
会
会
長

東
京
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会
長
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丈
夫

多
田
　
丈
夫
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庶
務
の
仕
事
は
、
大
き
く
二
つ
あ

る
。
一
つ
は
、
総
会
、
評
議
員
会
、

支
部
長
会
等
の
準
備
で
あ
る
。
こ
れ

ら
は
、
す
べ
て
中
止
と
な
っ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
会
員
の
入
会
、
退

会
、
逝
去
、
異
動
な
ど
動
静
の
把
握

と
整
理
、
名
簿
の
作
成
な
ど
で
あ
る
。

　

会
員
数
は
、
令
和
元
年
九
月
末
で

集
計
し
た
が
、
そ
の
後
は
整
理
で
き

な
い
ま
ま
に
活
動
の
自
粛
、
事
務
室

の
閉
鎖
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ

で
、
本
部
宛
に
報
告
さ
れ
た
文
書
を

事
務
局
長
が
部
長
に
転
送
し
、
整
理

し
た
。
そ
う
し
て
、
令
和
二
年
度
の

会
員
名
簿
の
原
稿
も
作
成
し
た
。

　

課
題
は
、
報
告
の
書
式
が
様
々
に

な
り
、
重
複
、
時
期
の
ず
れ
等
受
付

が
煩
雑
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

本
年
度
退
職
予
定
者
宛
の
年
賀
状

は
、
事
務
局
で
宛
名
シ
ー
ル
を
作
成

し
、
葉
書
に
貼
付
し
て
投
函
し
た
。

　

本
年
度
の
会
計
部
は
、
私
の
他
男

性
二
人
、
女
性
二
人
の
理
事
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
会
計
部
の
業
務
は
、

事
務
局
長
の
適
正
な
予
算
執
行
を
補

助
し
、
会
計
処
理
を
行
い
、
会
費
納

入
状
況
を
把
握
し
、
財
務
の
見
通
し

を
立
て
る
こ
と
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
、
各
部
会
は
中
止
と
な
り
、

事
務
局
長
が
必
要
不
可
欠
な
業
務
を

行
い
、
そ
れ
に
関
連
す
る
会
計
処
理

を
行
う
が
、
部
会
が
開
け
な
い
た
め
、

私
が
単
独
で
行
っ
て
き
た
。
幸
い
郵

便
局
の
振
替
受
払
通
知
は
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
通
知
と
な
っ
た
た
め
、
自
宅

の
パ
ソ
コ
ン
で
把
握
し
、
支
部
ご
と

の
納
入
状
況
を
取
り
纏
め
て
い
る
。

地
方
会
員
に
つ
い
て
は
お
一
人
ず
つ

会
費
納
入
等
を
確
認
し
、
事
務
局
長

や
総
務
担
当
に
メ
ー
ル
で
連
絡
し
て

い
る
。
そ
れ
で
も
郵
便
局
や
銀
行
に

行
く
用
事
が
あ
り
マ
ス
ク
等
の
完
全

防
備
で
行
動
し
て
い
る
。
年
度
末
に

は
部
会
で
の
確
認
を
行
う
の
で
、
一

日
も
早
い
コ
ロ
ナ
の
終
息
を
願
っ
て

い
る
。

　

広
報
部
は
Ｈ
Ｐ
と
会
報
に
分
か
れ

て
活
動
し
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
は
情
報

を
逐
次
更
新
し
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

会
報
は
、
退
職
校
長
会
事
務
局
で

年
間
20
回
開
い
て
い
た
編
集
会
議
を

往
復
書
簡
に
変
え
ま
し
た
。
会
報
部

員
と
原
稿
執
筆
者
の
中
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
が
整
わ
な
い
方
等
が
い

ら
し
た
た
め
で
す
。
郵
送
に
よ
る
編

集
作
業
は
従
来
の
倍
の
日
数
を
要
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
会
報
部
員
は
コ

ロ
ナ
禍
で
生
じ
た
ゆ
と
り
の
時
間
を

全
て
費
や
す
か
の
よ
う
に
丁
寧
な
作

業
に
当
た
り
ま
し
た
。
ま
た
編
集
会

議
の
交
通
費
が
皆
無
と
な
り
、
経
費

削
減
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

尚
、
今
年
度
は
事
務
局
閉
鎖
に
伴

い
編
集
作
業
方
法
を
模
索
し
た
こ
と

と
様
々
な
行
事
中
止
に
よ
る
常
設
記

事
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
発
行
回
数

が
減
り
ま
し
た
。
次
年
度
は
コ
ロ
ナ

が
収
束
し
て
情
報
満
載
の
会
報
を
お

届
け
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

福
利
厚
生
部
で
は
例
年
五
月
～
六

月
の
各
支
部
の
総
会
に
間
に
合
う
よ

う
に
、ご
長
寿
（
上
寿
・
白
寿
・
米
寿
・

喜
寿
）
の
方
々
や
、
評
議
員
、
支
部

長
、
本
部
理
事
、
ク
ラ
ブ
委
員
長
を

退
任
さ
れ
た
方
々
へ
の
賀
詞
・
感
謝

状
等
の
作
成
や
記
念
品
を
お
届
け
し

て
い
た
が
、
本
年
は
事
務
室
の
閉
鎖

な
ど
で
、
そ
れ
が
出
来
な
く
な
っ
た
。

　

幸
い
、
会
長
の
英
断
で
、
業
者
委

託
で
作
成
・
発
送
を
し
て
も
ら
い
、

九
月
中
旬
ま
で
に
は
該
当
の
皆
様

（
208
名
）
の
ご
自
宅
へ
お
届
け
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

ま
た
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
（
85

名
）
へ
の
ご
香
典
も
、
福
利
厚
生
部

長
の
自
宅
に
連
絡
が
入
り
次
第
、
郵

送
で
各
支
部
長
の
方
々
へ
送
る
こ
と

が
出
来
た
。

　

現
在
は
令
和
三
年
度
の
ご
長
寿
の

方
々
の
名
簿
作
り
を
各
部
員
で
分
担

し
な
が
ら
、
各
自
宅
で
作
成
や
点
検

を
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
の
各
部
現
状
報
告

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

会
計
部
の
活
動

総
務
部
会
計
担
当
部
長
　
小
久
保
正
己

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

広
報
部
の
活
動

広
報
部
長
　
⻆
田
美
枝
子

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

福
利
厚
生
部
の
取
り
組
み

福
利
厚
生
部
長
　
守
屋
　
龍
男

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

会
員
の
動
静
把
握
が
課
題

総
務
部
庶
務
担
当
部
長
　
鈴
木
　
一
德
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分
断
を
も
た
ら
す
コ
ロ
ナ
と
は
真

逆
の
連
携
を
創
り
出
す
企
画
調
整
部

の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、「
人
材
バ
ン
ク
受
託
事
業

運
営
特
別
委
員
会
」
の
業
務
を
終
了

し
た
こ
と
で
す
。
人
材
バ
ン
ク
事
業

は
、
都
教
委
が
設
立
し
た
「
東
京
学

校
支
援
機
構
」
に
引
き
継
が
れ
ま
し

た
。
都
退
職
校
長
会
と
し
て
人
材
育

成
に
か
か
わ
っ
て
き
た
歴
史
を
残
す

た
め
資
料
の
収
集
に
当
た
っ
て
い
ま

す
。

　

次
に
、「
教
育
庁
幹
部
職
員
と
の

懇
談
会
」に
お
け
る『
要
請
事
項
等
』

の
作
成
で
す
。
保
幼
・
小
・
中
・
高

特
別
支
援
学
校
に
か
か
わ
る
教
育
課

題
を
ま
と
め
ま
す
。
こ
れ
を
役
員
会

ほ
か
で
の
審
議
を
経
て
整
理
し
ま
す
。

今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
が
及
ぼ
す
影
響

等
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

直
接
、
言
葉
を
交
わ
す
機
会
は
減

り
ま
し
た
が
、
そ
の
分
電
話
Ｆ
Ａ
Ｘ

メ
ー
ル
の
言
葉
が
温
か
く
感
じ
ま
す
。

心
が
通
う
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

一
．
作
業
部
会

　

会
則
等
の
改
正
の
背
景
に
は
、
会

員
の
減
少
化
が
あ
る
。
会
員
の
減
少

化
に
は
都
の
施
策
の
再
任
用
制
度
が

大
き
く
影
を
落
と
し
て
い
る
。
人
生

百
年
時
代
を
前
に
し
た
定
年
年
齢
延

長
の
大
き
な
流
れ
を
受
け
た
も
の
で

あ
る
。

　

我
々
は
、
魅
力
や
メ
リ
ッ
ト
の
あ

る
会
を
創
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
考
え
に
基
づ
く
新
た
な
動

き
が
支
部
に
係
わ
っ
て
「
会
員
の
新

呼
称
」
で
あ
る
。
会
則
等
の
改
正
も
、

背
景
に
会
員
の
減
少
化
が
課
題
と
し

て
あ
る
。

二
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
席
巻
を

受
け
、
新
会
員
勧
誘
は
苦
し
か
っ
た
。

令
和
二
年
度
内
の
入
会
は
一
月
十
日

現
在
五
十
六
名
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
次
な
る
勧
誘
が
始
ま
る
。

こ
の
春
退
職
予
定
の
方
々
が
中
心
で

あ
る
。
勧
誘
は
八
月
ま
で
続
く
。

　

人
は
本
当
に
心
で
動
く
。
や
は
り

対
面
式
の
勧
誘
が
欲
し
い
。

　

生
涯
学
習
部
の
主
な
活
動
で
あ
る

⑴
年
二
回
の
会
員
研
修
会
⑵
ク
ラ
ブ

活
動
に
つ
い
て
記
す
。

⑴
第
一
回
会
員
研
修
会
は
五
月
十
二

日
総
会
の
後
、
―
国
際
理
解
教
育

ネ
パ
ー
ル
の
女
子
教
育
―
を
テ
ー
マ

に
岩
谷
榮
子
先
生
に
講
演
を
お
願
い

し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に

十
月
二
十
八
日
に
な
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
日
も
中
止
、
本
年
度
は
実
施
で

き
な
か
っ
た
。
岩
谷
先
生
の
講
演
を

待
ち
望
ん
で
い
る
会
員
は
多
い
。
正

副
会
長
会
に
提
案
し
、
令
和
三
年
度

総
会
の
後
に
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

第
二
回
会
員
研
修
会
も
連
絡
を
取
り
、

計
画
し
た
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
。

⑵
ク
ラ
ブ
委
員
長
会
も
九
月
、
二
月

に
予
定
し
た
が
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に

実
施
で
き
な
か
っ
た
。
活
動
計
画
・

報
告
等
を
文
書
で
お
願
い
し
た
。

　

活
動
こ
そ
少
な
い
が
、
各
ク
ラ
ブ

と
も
大
変
工
夫
さ
れ
て
い
た
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

連
携
を
創
り
出
す

企
画
調
整
部
長
　
高
橋
　
利
夫

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

生
涯
学
習
部
の
活
動

生
涯
学
習
部
長
　
齊
藤
　
徳
蔵

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

コ
ロ
ナ
禍
の
中
の
各
部
現
状
報
告

副
会
長
（
業
務
推
進
本
部
長
）

桐
谷
　
澄
男

＜本会のメリットとは！＞	 （6回シリーズの第 2回）
会員増強推進プロジェクト・チーム

柵（しがらみ）から絆（きずな）へ ～旧友、新友、みんな親友～
　私は現職時代お世話になった先輩校長から、退職後本会への入会を幾度か勧められ「義理」も
あり入会しました。総会や懇親会また研修会等、最初はいやいや参加していましたが、数回参加
していくうちに挨拶を交わすようになり、また話も弾むようになりました。
　世代や勤務地また校種などの違いはありますが、同じ仕事をしてきた仲間としての結びつきを
感じるようになりました。
　同期の旧友や年齢の異なる新たな友人と親しく交わり、いろいろな会合でお会いできるのが楽
しみになりました。気さくに声を掛け心を通わす友人は私の宝物です。

（平成 20 年度入会　Ｓ・Ｔさん）
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昭
和
四
十
年
九
月
に
化
学
工
業
高

校
社
会
科
担
当
で
ス
タ
ー
ト
。
足
立

区
の
新
設
校
二
校
、
江
戸
川
区
の
伝

統
校
、
島
嶼
と
品
川
区
で
教
頭
、
教

育
委
員
会
を
経
て
墨
田
区
の
伝
統
校

で
定
年
で
す
。

　

喜
寿
を
迎
え
て
教
育
関
係
の
仕
事

を
終
え
、
高
校
退
職
校
長
会
に
出
席

し
た
折
、
本
会
へ
の
入
会
を
お
勧
め

い
た
だ
き
ま
し
た
。
支
部
役
員
の
皆

様
か
ら
連
絡
を
い
た
だ
く
も
コ
ロ
ナ

禍
で
活
動
は
一
時
休
止
で
す
。

　

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
で
の
筋
ト
レ

は
一
部
再
開
、
旧
東
海
道
徒
歩
旅
行

も
白
隠
禅
師
ゆ
か
り
の
原
宿
で
中
断
。

信
州
佐
久
の
実
家
に
も
墓
参
り
と
旧

盆
以
外
は
遠
慮
し
て
い
ま
す
。

　

ご
指
導
い
た
だ
い
た
校
長
先
生
か

ら
「
ご
縁
を
活
か
す
は
人
生
の
達

人
」
と
学
び
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
も
始
ま
り
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
生

活
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

新
し
い
出
会
い
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。

　

懐
か
し
の
地
に
帰
り
幸
せ
で
す
。

私
は
令
和
二
年
一
月
、
豊
島
区
教
育

長
を
最
後
に
、
四
十
八
年
間
の
教
育

の
第
一
線
を
退
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、

多
く
の
教
え
子
や
保
護
者
と
の
出
会

い
、
地
域
関
係
者
や
同
僚
、
先
輩
諸

氏
、
行
政
関
係
者
に
支
え
ら
れ
て
成

し
得
た
こ
と
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
京
都
退
職
校
長
会
に
は
沢

山
の
学
校
支
援
を
い
た
だ
き
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
日
、
日
本
の
学
校
は
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ

Ｄ

－

19
の
世
界
的
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の

下
、
未
知
な
る
困
難
に
遭
遇
し
模
索

を
続
け
て
い
ま
す
。
最
前
線
で
努
力

を
傾
注
す
る
校
長
や
教
職
員
、
児
童

生
徒
や
保
護
者
へ
、
後
方
か
ら
応
援

を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

会
員
相
互
の
交
流
や
研
修
を
通
し
て
、

自
己
研
鑽
に
励
む
所
存
で
す
。
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昭
和
五
十
七

年
に
教
職
を
ス

タ
ー
ト
し
、
令

和
二
年
度
末
に

て
、
小
学
校
か

ら
離
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
様
々
な

方
々
と
出
会
い
、
本
当
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
十

分
な
学
校
経
営
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
早
く
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
す
る

よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
私
は
、
児
童
文
化
、
特

別
活
動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
研

究
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
と
し
て
、
中
野
区
キ
ャ
ン

プ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
な
ど

で
活
動
し
た
り
、
幼
児
教
育
を
目
指

す
学
生
に
、
大
学
教
員
と
し
て
指
導

し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

さ
ら
に
自
分
が
「
あ
そ
び
」
を
楽

し
み
、
次
世
代
に
「
あ
そ
び
」
の
重

要
性
を
伝
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
二
年
三
月
を
も
っ
て
、
三
十

三
年
間
の
教
員
生
活
に
区
切
り
を
つ

け
て
定
年
退
職
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
後
進
に
道
を
譲
る
た
め
再
任
用
は

辞
退
い
た
し
ま
し
た
。
八
王
子
市
、

日
野
市
、
狛
江
市
、
品
川
区
、
羽
村

市
の
五
地
区
七
校
で
の
教
員
生
活
は

振
り
返
れ
ば
あ
っ
と
い
う
間
で
、
大

勢
の
良
き
先
輩
や
同
僚
に
囲
ま
れ
、

多
く
の
学
び
を
得
た
三
十
三
年
間
で

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
出
会
っ

た
子
ど
も
た
ち
、
保
護
者
、
地
域
の

方
々
、
仲
間
、
先
輩
、
そ
し
て
何
よ

り
身
近
で
支
え
て
く
れ
た
家
族
に
深

く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

四
月
か
ら
は
自
宅
で
個
別
指
導
塾

を
開
業
い
た
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
逆
風
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た

が
、
今
後
は
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の

基
礎
学
力
向
上
の
た
め
に
力
を
尽
く

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
ご
指
導
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
入
会
員
の
声

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

全
て
の
出
会
い
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

北
多
摩
中
支
部
　
齋
藤
　
道

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

感
謝
と
自
己
研
鑽

千
代
田
・
中
央
支
部
　
三
田
　
一
則

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

ご
縁

台
東
支
部
　
有
賀
　
康
修

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

中
野
支
部
　
福
田
　
豊
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例
年
行
っ
て
い
た
懇
親
会
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
兼
研
修
会
な
ど
の
計

画
は
残
念
な
が
ら
中
止
に
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
会
員
が
連
絡
し
合
え
る
環

境
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
と
思
い

「
小
さ
な
工
夫
」
で
会
員
相
互
の
関

わ
り
を
持
て
る
よ
う
に
と
考
え
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
支
部
役
員
会
の
回
数
を
絞

り
、
簡
単
な
連
絡
は
携
帯
メ
ー
ル
で

行
い
、
詳
し
く
は
「
役
員
会
速
報
」

と
し
て
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
ル
で
、
八
月

か
ら
六
回
発
行
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

全
会
員
に
は
、
従
来
通
り
「
役
員
会

報
告
」を
送
り
ま
し
た
。八
月
に
や
っ

と
開
い
た
総
会
の
「
報
告
号
」
を
含

め
て
六
回
発
行
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
年
度
末
を
控

え
、
今
年
で
六
十
三
号
に
な
る
「
会

報
」
に
一
人
で
も
多
く
の
「
会
員
の

言
葉
」
が
掲
載
で
き
る
よ
う
、
三
月

の
発
行
に
向
け
目
下
準
備
の
最
中
で

す
。

　

令
和
二
年
は
、
歴
史
散
歩
の
会
の

み
を
実
施
し
ま
し
た
。
令
和
二
年

十
一
月
七
日
・
土
曜
日
、
参
加
者
七

名
は
御
茶
ノ
水
駅
前
に
集
合
。
お
茶

の
水
由
来
の
碑
を
見
学
し
た
の
ち
湯

島
聖
堂
へ
。
こ
こ
は
江
戸
幕
府
の
昌

平
坂
学
問
所
跡
。
幕
末
、
旗
本
に

し
て
外
国

掛
の
岩
瀬

忠た
だ
な
り震
の
学

ん
だ
場
所

の
雰
囲
気

を
感
ず
べ

く
係
の
方

の
案
内
を

受
け
る
。
そ
の
後
神
田
明
神
、
湯
島

天
神
へ
と
進
み
、
旧
岩
崎
邸
庭
園
を

見
学
し
て
解
散
。

　

総
会
を
や
む
な
く
中
止
、
忘
年
会

も
悩
ん
だ
末
に
中
止
し
た
二
年
度
で

し
た
。
令
和
三
年
は
順
調
で
あ
る
こ

と
を
祈
り
ま
す
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

会
員
交
流
の
集
い 

歴
史
散
歩

足
立
支
部
長
　
伊
藤
　
誠
一

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

「
小
さ
な
工
夫
」
を

新
宿
支
部
長
　
佐
藤
　
正
吉

コ
ロ
ナ
禍
の
中
の
支
部
活
動

株式会社 東京都民互助会　R.1.10.8.
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栄えのご受章お祝い申し上げます。　（敬称略）

栄えのご受章お祝い申し上げます。　（敬称略）
（令和 2 年 10 月 2 日以降　令和 3 年 1 月 27 日までに本部に届けがあった方々）

　

二
月
に
定
例
役
員
会
を
開
い
て
、

総
会
へ
と
準
備
を
進
め
て
い
た
ら
、

緊
急
事
態
宣
言
が
発
せ
ら
れ
、
都
の

方
針
等
も
考
え
、
総
会
、
支
部
だ
よ

り
の
発
行
も
中
止
に
し
た
。

　

十
二
月
五
日
（
土
）
に
本
年
度
初

め
て
の
役
員
会
を
開
催
し
た
。

一
、
集
め
た
会
費
を
会
計
に
届
け
ら

れ
な
い
。
→
都
へ
の
納
入
も
無
理
。

二
、
会
員
数
の
確
認
…
…
逝
去
、
退

会
、
転
居
等
の
確
認
の
必
要
性
。

三
、
会
計
か
ら
各
役
員
へ
の
年
間
の

交
通
費
等
の
支
払
い
。

四
、
米
寿
者
へ
の
お
祝
い
の
件
、
叙

勲
者
の
紹
介
。

五
、
支
部
長
の
「
連
絡
網
を
使
っ
て

の
連
絡
の
徹
底
の
お
願
い
」
を
受

け
、
今
の
時
代
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の

必
要
性
と
素
晴
ら
し
さ
を
講
演
。

※
都
会
長
の
多
田
先
生
も
出
席
さ
れ

都
の
現
状
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
。

　
「
一
時
間
で
終
了
」
を
守
り
、
悩

ん
だ
が
、
開
催
で
き
て
良
か
っ
た
。

••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••

令和 2 年　高齢者叙勲受章会員

瑞宝双光章（７名）
秋間　　政（板　橋）

石田　泰照（板　橋）
坂入　秀夫（板　橋）

坂上　洋之（西多摩）
宿谷　清治（西多摩）

高橋　典英（埼玉県）
豊原　宏之（埼玉県）

••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••

令和 2 年　秋の叙勲受章会員

瑞宝小綬章（１名）
向山　行雄（千葉中部）

瑞宝双光章（８名）
原田　好男（葛　飾）
鈴木　博久（八王子）

山村幸太郎（町　田）
村木　通輝（北多摩北部）
関　　隆光（北多摩中部）

小室　壽彦（北多摩西部）
小林　裕子（千葉中部）
緑川　曜子（千葉西部）
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コ
ロ
ナ
禍
の
中
の
支
部
活
動

八
王
子
支
部
長
　
辻
野
　
宗
行

に
会
費
を
納
入
し
た
時
に
、
正
会
員

と
な
る
。
つ
ま
り
、
本
部
・
支
部
双

方
の
所
属
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

特
別
会
員
、
奨
励
会
員
と
し
て
、
他

支
部
の
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
る
。（
支
部
運
営
規
則
第
四
条
）

　

様
々
な
活
動
（
メ
リ
ッ
ト
）
へ
の

参
加
が
楽
し
み
に
な
っ
た
と
考
え
る
。

三
．
特
別
会
員
と
は

　

特
別
会
員
は
、
正
会
員
で
あ
る
者

が
、
他
支
部
の
活
勧
に
参
加
を
希
望

し
、
そ
の
支
部
の
会
費
を
納
入
し
て
、

支
部
活
動
全
般
に
参
加
す
る
者
を
い

う
。（
支
部
運
営
規
則
第
五
条
）

四
．
奨
励
会
員
と
は

　

奨
励
会
員
は
、
正
会
員
で
あ
る
者

が
、
他
支
部
の
一
部
の
活
動
の
み
に

参
加
す
る
者
を
い
う
。

　

但
し
、
参
加
者
は
、
個
々
の
活
動

ご
と
に
必
要
に
応
じ
て
諸
経
費
を
納

入
す
る
。（
支
部
運
営
規
則
第
六
条
）

　

以
上
が
、

（案）
の
概
略
で
あ
る
。

五
．
周
知
方
に
つ
い
て

　

Ａ
Ｂ
の
呼
称
は
、
令
和
三
年
十
二

月
三
十
一
日
を
も
っ
て
廃
止
す
る
。

起
死
回
生
の
一
打
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

　

今
、
本
会
に
は
、
起
死
回
生
の
一

打
が
必
要
と
考
え
る
。
最
近
、
と
み

に
会
員
の
加
入
状
況
の
悪
化
が
進
み
、

そ
れ
は
入
会
者
の
激
減
の
み
な
ら
ず
、

中
途
退
会
者
の
増
加
に
よ
る
弱
体
化

が
顕
著
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

危
機
を
直
視
し
た
多
田
会
長
か
ら

の
諮
問
を
受
け
た
私
た
ち
作
業
部
会

は
、
次
の
よ
う
な
検
討
を
行
っ
た
。

一
．
会
員
の
呼
称
の
変
更

　

会
員
は
、
居
住
地
、
勤
務
地
の
い

ず
れ
に
も
所
属
可
能
と
な
っ
た
の
を

機
に
、
従
来
の
Ａ
Ｂ
会
員
制
を
改
め
、

呼
称
名
を
新
た
な
内
容
に
改
訂
す
る

も
の
で
あ
る
。
新
呼
称
名
を
三
つ
に

し
、
正
会
員
、
特
別
会
員
、
奨
励
会

員
と
呼
称
す
る
案
で
あ
る
。

　

新
用
語
に
慣
れ
る
の
に
は
こ
れ
は

時
間
が
か
か
る
も
の
。
時
間
が
か

か
っ
て
も
改
革
は
起
死
回
生
の
一
策

に
繋
が
る
と
考
え
て
い
き
た
い
。

二
．
正
会
員
と
は

　

正
会
員
は
、
本
部
・
支
部
の
双
方

作
業
部
会
答
申
内
容
の
概
略

起
死
回
生
の
一
打

業
務
推
進
本
部
　
桐
谷
　
澄
男



第210号 東京都退職校長会会報 令和3年3月20日

― 7 ―

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
が
増
え
続

け
、
会
員
の
高
齢
化
と
三
密
を
避
け

る
た
め
に
、
会
の
活
動
が
例
年
の
よ

う
に
出
来
な
い
こ
と
が
残
念
で
す
。

　

五
月
に
予
定
し
た
総
会
は
、
十
一

月
に
変
更
、
し
か
し
、
書
面
審
査
に

な
り
、
会
則
改
定
と
特
別
会
計
の
重

要
案
件
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
費
の
集
金
は
地
区
に
よ
っ
て
は

振
り
込
み
に
な
り
、
す
べ
て
完
了
し

本
部
に
送
金
で
き
ま
し
た
。

　

役
員
会
は
九
月
に
一
回
の
み
、
三

月
に
は
来
年
度
の
総
会
の
為
に
予
定

し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
活
動
で
す

が
支
部
会
報
（
日
南
五
〇
号
）
を
一

月
末
に
発
行
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
よ
う
な
疫
病
の
流

行
は
社
会
の
弱
点
を
露
呈
し
、
そ
れ

を
克
服
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り

良
い
社
会
が
形
成
さ
れ
る
と
歴
史
的

に
証
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ

れ
を
期
待
し
、
前
向
き
に
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
が

瞬
く
間
に
世
界
に
広
が
り
、
我
が
国

で
も
い
ま
だ
終
息
の
気
配
が
あ
り
ま

せ
ん
。
人
々
の
生
活
や
経
済
活
動
に

も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

本
支
部
で
は
、
不
安
を
抱
え
な
が

ら
も
昨
年
三
月
、
運
営
委
員
会
を
開

催
し
、
本
年
度
支
部
活
動
の
方
向
を

話
し
合
い
、
会
員
の
健
康
と
生
命
を

守
る
こ
と
を
最
優
先
す
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。
定
期
総
会
は
文
書
を

も
っ
て
行
い
、
主
た
る
行
事
で
あ
る

「
一
日
研
修
会
」
も
中
止
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
広
報
活
動
は
活
動
の

制
限
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
一
層
の

充
実
を
図
る
よ
う
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
も
、
新

会
員
の
加
入
と
い
う
嬉
し
い
話
題
も

あ
り
ま
し
た
。
会
員
相
互
の
交
流
が

希
薄
に
な
る
こ
と
は
痛
恨
の
極
み
で

す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
後
を
見
据
え
、
今

は
埋
み
火
と
な
っ
て
、
可
能
な
活
動

を
探
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
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コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

日
南
支
部
長
　
馬
場
　
武
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•
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

コ
ロ
ナ
禍
後
を
見
据
え
て

北
多
摩
北
部
支
部
長
　
小
畑
　
敦
男
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卒
業
の
季
節
が
巡
っ
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
は
政
府
の
要
請
に
よ
る
臨
時

休
校
中
で
の
異
例
の
卒
業
式
で
し
た
。

し
か
し
良
い
思
い
出
も
様
々
生
ま
れ

た
よ
う
で
す
。
あ
る
小
学
校
で
は
、

卒
業
生
と
教
職
員
だ
け
の
短
い
式
を

終
え
て
校
庭
に
出
て
き
た
卒
業
生
を
、

校
庭
で
待
っ
て
い
た
保
護
者
た
ち
が

一
斉
に
拍
手
と
笑
顔
で
迎
え
ま
し
た
。

そ
れ
に
応
え
て
、
距
離
を
取
っ
て
並

ん
だ
卒
業
生
は
「
卒
業
の
歌
」
を
高

ら
か
に
歌
い
ま
し
た
。
今
年
も
制
約

の
多
い
式
に
な
り
そ
う
で
す
が
、
感

動
の
あ
る
卒
業
式
に
し
よ
う
と
、
先

生
と
児
童
・
生
徒
が
一
緒
に
な
っ
て

相
談
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

会
報
210
号
は
「
コ
ロ
ナ
特
集
」
を

組
み
ま
し
た
。
報
告
を
読
む
と
多

く
の
会
合
や
活
動
は
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
会

員
の
繋
が
り
を
強
め
る
工
夫
と
努
力

が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
ま
た
新
会
員
の
力
強
い
言
葉
に

元
気
づ
け
ら
れ
ま
す
。
会
員
揃
っ
て

晴
れ
て
活
動
で
き
る
日
が
待
た
れ
ま

す
。　　
　
　
　
　
　
（
西
田
敦
子
）

編
　
集
　
後
　
記

（令和 3 年 1 月 27 日現在）

氏　

名

年
月
日

支
部
名

校種
年齢

名簿頁

橋
詰　

義
昭
令
元
・
12
・
11

日
　
南

小
89

52

長
沢　

良
雄
令
2
・
3
・
10

埼
玉
県

中
96

99

町
田　

槌
男
令
2
・
8
・
9

埼
玉
県

小
89

100

鈴
木　

久
夫
令
2
・
8
・
18

埼
玉
県

中
82

95

松
本　

英
之
令
2
・
9
・
4

渋
　
谷

小
88

18

村
上　
　

誠
令
2
・
9
・
5

目
　
黒

中
93

9

秋
山　

忠
典
令
2
・
9
・
7

北
・
西

小
89

73

亀
岬　

嘉
子
令
2
・
9
・
25

世
田
谷

小
95

14

亀
山
恵
之
助
令
2
・
9
・
27

八
王
子

小
90

48

渋
谷　
　

安
令
2
・
9
・
27

埼
玉
県

中
88

96

中
牧　
　

修
令
2
・
10
・
6

練
　
馬

小
87

35

須
山　

弘
一
令
2
・
10
・
6

葛
　
飾

小
79

39

永
井　
　

昭
令
2
・
10
・
7

杉
　
並

小
93

20

森
田　
　

厚
令
2
・
10
・
8

西
多
摩

中
90

82

池
田　
　

忍
令
2
・
10
・
12

渋
　
谷

中
82

18

角
野　

征
大
令
2
・
10
・
12

西
多
摩

中
76

79

池
口　

忠
重
令
2
・
10
・
14

北
・
北

小
88

63

小
川　

賢
司
令
2
・
10
・
16

埼
玉
県

中
71

96

山
北　

主
夫
令
2
・
10
・
23

八
王
子

小
90

48

谷
垣　

英
三
令
2
・
10
・
23

千
葉
北

小
85

92

吉
田　
　

博
令
2
・
10
・
27

埼
玉
県

小
85

99

野
原　
　

明
令
2
・
10
・
31

武
・
三

中
83

57

寺
田　

昌
孝
令
2
・
11
・
6

大
　
島

小
83

82

森
田　

信
義
令
2
・
11
・
6

江
戸
川

中
87

42

池
田　

春
男
令
2
・
11
・
10

西
多
摩

小
86

79

五
所　

愛
子
令
2
・
11
・
13

武
・
三

中
88

57

柴
田　
　

哲
令
2
・
11
・
14

狛
　
江

中
94

71

浅
子　

昭
三
令
2
・
11
・
15

世
田
谷

小
92

17

山
本
武
太
郎
令
2
・
11
・
18

千
葉
西

中
92

89

川
瀬　

正
博
令
2
・
11
・
19

世
田
谷

中
75

16

岩
田　

真
澄
令
2
・
11
・
21

新
　
宿

小
98

2

石
谷　
　

浩
令
2
・
11
・
29

目
　
黒

小
98

9

江
崎　
　

武
令
2
・
12
・
4

板
　
橋

小
96

27

本
多
孝
一
郎
令
2
・
12
・
6

目
　
黒

小
91

9

前
田　
　

徹
令
2
・
12
・
9
神
奈
川
県

高
89

104

松
村　

義
朗
令
2
・
12
・
13

北
・
北

小
92

59

木
山　

高
美
令
2
・
12
・
13

北
・
北

中
87

62

山
下　
　

渡
令
2
・
12
・
15

練
　
馬

小
90

34

三
橋　

正
之
令
2
・
12
・
18

杉
　
並

小
86

22

老
川　

秀
夫
令
2
・
12
・
24

台

東

中
85

4

植
松　

千
枝
令
3
・
1
・
11

足
　
立

小
90

36

深
沢　

真
人
令
3
・
1
・
11

北
・
中

小
96

64

菊
地　

洋
二
令
3
・
1
・
13

世
田
谷

小
87

16

　

三
宅
島
の
小
中
学
校
で
は
、
七
年

前
よ
り
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
全
員
が
活
用
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を

受
け
て
、
新
機
種
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
臨
時
休
校
中
の
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
で
は
、
有
効
に
活
用
さ
れ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、「
新
し
い
日
常
」
と
い

う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
こ
の

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
学
校
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
が
よ
り
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
社
会
で
日
常
生
活

は
大
き
く
様
変
わ
り
す
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
三
宅
島
支
部
の

活
動
も
今
回
影
響
を
受
け
ま
し
た
が
、

何
か
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
う
い
う
時

期
だ
か
ら
こ
そ
、
今
後
も
会
員
相
互

に
連
絡
を
取
り
合
い
、
プ
ラ
ス
の
方

向
で
模
索
し
活
動
を
続
け
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

「
新
し
い
日
常
」を
考
え
る

三
宅
島
支
部
長
　
淺
沼
　
洋


